
沿線を乗降りしながら楽しめる
ミステリー 冊 子 ももらえる！
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ほくほく線周学ミステリーパスについてほくほく線周学ミステリーパスについてほくほく線周学ミステリーパスについて

ミステリー冊子については裏面をご覧くださいミステリー冊子については裏面をご覧ください

発売価格 （税込）1,400円

発売場所 ①北越急行十日町駅
②松代・松之山温泉観光案内所（まつだい駅隣接）

2025年4月1日～1１月30日発売期間

六日町⇔まつだい（乗降り自由）区間

しゅうがく
ミステリー

ほくほく線
周学ミステリーパスが登場！

ほくほく線
周学ミステリーパスが登場！



実施エリア

注意事項
●歩きながらの謎解きやスマートフォンの操作は大変危険ですのでお控えください。 
●訪問地にある史跡や自然を大切にし保存・保護にご協力をお願いいたします。
●本イベント参加中に危険な場所には立ち入らないようにしていただき、安全管理はご自身の責任において行ってください。
●予告なく本イベントを中止、または開催期間を変更する場合があります。購入または参加にかかった運賃・ 料金およびキットの代金について、返金はいた
しかねますので予めご了承ください。●掲載内容は2025年4月時点の情報です。

あなたの挑戦

待ってるよ

ほくほく線 周学ミステリーパスは
「六日町↔まつだい」区間で有効です
ほくほく線 周学ミステリーパスは
「六日町↔まつだい」区間で有効です

縄文の伝統工芸と上杉家の関係をひも解きます！

まつだい

『織物がさらに織りなす上杉家の野望！？』
おりもの

このエリアのスター、上杉家の光と影にせまります！

むいかまち

『六日町に隠された「六」の謎！？』

六日町

十日町

『古道 松之山街道と古民家の秘密！』
こどう

街道の意外な真実と人々のくらしを明らかにします！

まつだい駅 十日町駅十日町駅

松之山温泉

松苧神社

六日町駅

坂戸城跡

ほくほく線

松之山街道
（上杉軍道）

直
江
兼
続

上
杉
景
勝

美
人
林

清津峡 上
越
線

発売場所でほくほく線
周学ミステリーパスを購入

付属するミステリー冊子のミッションを
解きながら沿線をめぐりましょう！

楽しみかた

「周学ミステリー」は㈱ミックウェアが提唱する
インナーツーリズムがお届けします。

冊子について

難易度 初心者・ファミリー向け １人からOK！人数

ミステリー冊子／専用クリアファイルバッグ／缶バッジ／クリップペンキット内容
＊冊子と一緒にスマートフォンもご用意ください！

ほくほく線 周学ミステリーパスに付属する謎解き型の冊子です

所要時間 約4～5時間

十日町のミステリー

ミステリーを解いていこう！

織物がさらに織りなす上杉家の野望！？

松苧神社（まつおじんじゃ）

機織り娘（はたおりむすめ）
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十日町のミステリー

着 いたかしら？さっそく縄文の国宝「火焔型土器」について豆知識

をこっそりお教えするわ。ここにたくさん並んでいる本物をじっくりと見比べれば

分かるけど、実は上部の突起に「右向き」と「左向き」が

あるの。それがなぜだか分かりますか？

そう、それは作った人の「利き手」によるのではないか

と言われてるの。確かなことはまだ研究中なんですが、

不思議な縄文ミステリーですよね！

さて、面白い特徴がわかったので、ここで最初のミッションです。

その使い道についてよ。実は縄文人はこの「火焔型土器」を「お鍋」として使用していたそうで、土器の

内側にはおこげの痕（あと）がしっかりと残っているの。

ミッション：当時の人は土器でシチューのようなものを煮て食べていたようですが、魚などと

いっしょに意外なものも煮込んでいたんですって。それは木の実の粉を丸めて焼い

たりした「縄文〇ッ〇〇」なの。さぁ、この〇ッ〇〇が何かわかりますか？

ヒント：現代人もよく食べるあのお菓子...カタカナで当ててみてね。

→解答はP13へ

ミッション

1

十日町市博物館・入口

「火焔型土器」の上部「鶏頭冠突起」を模したベンチ

画像提供：十日町市博物館

画像提供：十日町市博物館

国宝「火焔型土器」（縄文時代中期）

※展示資料は変わることがあります  

十 日町へようこそ！わたしは案内役の奴奈川姫（ぬなかわひめ→P12）

まずは十日町駅から十日町市博物館（→P15)へ向か

いましょう！歩いて10分ぐらいですよ。

外に大きな土器のオブジェがあるその博物館では、

国宝「火焔型土器（かえんがたどき）」などの貴重な資料を

展示していて、ここ十日町の歴史や文化を知るにはもって

こいなのよ！（有料）

この地図を参考にね...

画像提供：十日町市博物館

織物がさらに織りなす
上杉家の野望！？

おりもの
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各スポットでの所要時間は、六日町 1.5 時間、十日町 1.5 時間、まつだい 1 時間です（目安）
鉄道の移動時間は含みませんので時刻表を参照して効率よく周ってください


